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36 パソコンで GP の
データを表示 / 操
作したい

この章では GP-Viewer EX または Web Server を利用して、パソコン上で GP に表示されている画面を

表示したり、パソコンから GP のデータを操作するための基本的な説明と設定手順について紹介しま

す。まず「36.1 GP-Viewer EX、Web Server とは」（36-2 ページ）でこの機能の概要をお読みいただき、

「36.4 設定メニュー」（36-16 ページ）から目的にあった説明ページへ読み進んでください。
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36.1 GP-Viewer EX、Web Server とは

GP-Viewer EX または Web Server 機能は遠隔地に設置されている表示器のデータを監視（表示）メン

テナンス（操作）できます。GP-Viewer EX はパソコンの画面で遠隔地に設置されている表示器の画面

を表示または操作することができ、（機能によっては表示 / 操作できない機能もあります）、

Web Server はアラームやデバイスアドレスを公開し、Internet Explorer で表示し簡単なメンテナンスが

できます。

以下にそれぞれの機能の特徴をご説明します。環境に合わせて GP-Viewer EX または Web Server をご

利用ください。

■ モデル環境

本章で、操作や説明をする場合のモデルとなるシステム構成は以下のとおりです。これ以外のシステ

ム構成では、表示や各部の名称が異なることがありますが、同等の機能をもつものと読み替えてくだ

さい。

■ 標準構成

36.1.1 GP-Viewer EX とは

■ 概要

GP-Viewer EX は遠隔地に設置されている表示器の画面をパソコン上で表示し、操作できるアプリケー

ションです。GP-Viewer EX を使用すると、現場の異常発生時に復旧作業や状況監視、また日々のメン

テナンスができます。

この機能を使用するにはパソコンと表示器が同じ LAN/WAN 上に設置されており、また GP-Viewer 

EX をパソコンにインストールし、表示器にライセンスを設定する必要があります。

GP-Viewer EX は GP-Pro EX （Ver2.10 以上）の CD-ROM からインストール、または弊社のホームペー

ジよりダウンロードできます。

教材・ソフト モデルシステムの仕様 備考

OS Windows®2000 ―

接続機器 三菱電機（株）製 Q/QnA シリアルコミュニ
ケーションシリーズ

―

ブラウザ Internet Explorer 6.0 ―

LAN
パソコンにインストール

されたGP-Viewer EXで

表示器の内容を表示

GP-Pro EXで作成した

プロジェクトファイル

パソコン 表示器
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■ ライセンスについて

◆キーコード

GP-Viewer EX をご利用いただくには別途ライセンスをご購入いただき、表示器ごとにライセンスをご

用意していただく必要があります。別売の GP-Viewer EX ライセンス（型式：EX-VIEWER-LICENSE）

を準備してください。ライセンスをご購入いただくと、[ キーコード ] の記載された文書が発行され

ます。

◆アプリケーション

GP-Viewer EX は下記の場所よりインストールします。

• GP-Pro EX （Ver2.10 以上）の CD-ROM をお持ちの場合 

GP-Pro EX、Disk2 の「GPViewerEX」フォルダより、setup.exe をダブルクリックしてインストール

できます。

• ホームページからダウンロードする場合 

弊社ホームページ「おたすけ Pro！」 

http://www.proface.co.jp/otasuke/ からダウンロードすることもできます。

■ 全体構成

GP-Viewer EX 使用時の接続またはオプション環境は以下のようになります。

• キーコード入力手順は以下を参照してください。 

保守 / トラブル解決ガイド「GP-Viewer EX や RPA のライセンスを設定したい」

• キーコードを紛失されると、再発行できません。キーコードは大切に保管してくだ

さい。

• インストール手順については以下を参照してください。

「36.5.2 設定手順 ■ GP-Viewer EX のインストール（アンインストール）」（36-25
ページ）

LAN

PLC

バーコードリーダ

プリンタ

スピーカー

USBストレージUSBストレージ

CFカード

パソコン

表示器
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36.1.2 Web Server とは

■ 概要

Web Server はアラームやデバイスアドレスを公開し、Internet Explorer でこれらの情報を表示できま

す。また CF カードや USB ストレージのファイルも公開できるため、簡単なメンテナンスができま

す。

この機能を使用するにはパソコンと表示器が同じネットワーク上に設置されている必要があり、 

GP-Pro EX で [Web Server の設定 ] で [Web Server を使用する ] に設定する必要があります。

■ ライセンスについて

この機能の使用にライセンスは必要ありません。

GP-Pro EX （Ver2.10 以上）の CD-ROM に Web コンテンツが標準でインストールされているので Web

コンテンツを GP に転送し、GP とパソコンが同じネットワーク上に設置されていればご利用いただけ

ます。

■ 全体構成

Web Server 使用時の接続またはオプション環境は以下のようになります。

LAN

08/17  10:09    10:10
08/17  10:10    10:10
08/17  10:10  
08/17  10:11              10:11
                    :          :          :

USBストレージ
CFカード

または

標準HTMLテンプレートをCFカード

またはUSBストレージに転送
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36.2 GP-Viewer EX を利用した場合の動作環境、開発の流れ

36.2.1 対象機種

GP-Viewer EX に対応している表示器の機種は以下のとおりです。

■ 表示器
シリーズ 機種 型番

GP-3000 シリーズ GP3200A AGP3200-A1-D24
GP3200T AGP3200-T1-D24
GP3300L AGP3300-L1-D24

AGP3300-L1-D24-D81K
AGP3300-L1-D24-D81C
AGP3300-L1-D24-FN1M

GP3300S AGP3300-S1-D24
AGP3300-S1-D24-D81K
AGP3300-S1-D24-D81C

GP3300T AGP3300-T1-D24
AGP3300-T1-D24-D81K
AGP3300-T1-D24-D81C
AGP3300-T1-D24-FN1M

GP3400S AGP3400-S1-D24
AGP3400-S1-D24-D81K
AGP3400-S1-D24-D81C

GP3400T AGP3400-T1-D24
AGP3400-T1-D24-D81K
AGP3400-T1-D24-D81C
AGP3400-T1-D24-FN1M

GP3450T AGP3450-T1-D24
GP3500L AGP3500-L1-D24

AGP3500-L1-D24-D81C
GP3500S AGP3500-S1-D24

AGP3500-S1-D24-D81K
AGP3500-S1-D24-D81C
AGP3500-S1-AF
AGP3500-S1-AF-D81K
AGP3500-S1-AF-D81C

GP3500T AGP3500-T1-D24
AGP3500-T1-D24-D81K
AGP3500-T1-D24-D81C
AGP3500-T1-D24-FN1M
AGP3500-T1-AF
AGP3500-T1-AF-D81K
AGP3500-T1-AF-D81C
AGP3500-T1-AF-FN1M

GP3510T AGP3510-T1-AF
GP3550T AGP3550-T1-AF
GP3560T AGP3560-T1-AF
GP3600T AGP3600-T1-AF

AGP3600-T1-AF-D81K
AGP3600-T1-AF-D81C
AGP3600-T1-AF-FN1M
AGP3600-T1-D24
AGP3600-T1-D24-D81K
AGP3600-T1-D24-D81C
AGP3600-T1-D24-FN1M

GP3650T AGP3650-T1-AF
GP3750T AGP3750-T1-AF

AGP3750-T1-D24
IPC シリーズ WinGP
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■ 対応 OS
GP-Viewer EX に対応している機種は以下のとおりです。

Windows 2000（Service Pack 3 以上）

Windows XP (Service Pack 2)

Windows Server 2003

■ 対象ブラウザ

Internet Explorer 6.0 

■ 画面解像度

1024×768 以上 
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■ 表示器との相違点

機能 操作 / 動作
対応 /
未対応

画面

モード
GP-Viewer EX 表示器

ビット操作による画面
キャプチャ機能

― ○ ―

動作しません。ツー
ルバーの [ 画面の
キャプチャ ] ボタン
でキャプチャを取る
ことができます。

通常動作します。

ビット操作による内部
デバイスバックアップ

― ○ ―
表示器バックアップ
された内容を取得し
て同期します。

通常動作します。

ビット操作による CF
カードへデータ保存機
能

― ○ ―
[ 外部ストレージの
更新 ] ボタンを押せ
ば内容を同期します。

通常動作します。

ビット操作による
SRAM 自動バックアッ
プ機能

― ○ ―

[ 画面の更新 ] ボタ
ンを押すと SRAM
データを同期しま
す。

通常動作します。

CF カード空き容量確
認機能

― ○ ―
[ 外部ストレージの
更新 ] ボタンを押せ
ば内容を同期します。

通常動作します。

USB ストレージ空き容
量確認機能

― ○ ―
[ 外部ストレージの
更新 ] ボタンを押せ
ば内容を同期します。

通常動作します。

アラーム機能

ヒストリ、ログ、
アクティブ

○ ― 通常動作します。 通常動作します。

印刷機能 × ― 対応していません。 通常動作します。

グループ機能 ○ ― 通常動作します。 通常動作します。

サブ表示機能
△ 非同期

表示器側サブ表示に
同期して表示されま
す。

通常動作します。

○ 同期 通常動作します。 通常動作します。

特殊スイッチ（アラー
ム履歴用スイッチ）

クリア、全クリア、
復旧アラームクリ
ア、確認アラーム
クリア、全復旧ア
ラームクリア、全
確認アラームクリ
ア、発生回数全ク
リア、発生回数個
別クリア、累積時
間全クリア、累積
時間個別クリア

○ ―

GP-Viewer EX の操作
でクリアできませ
ん。表示器側でクリ
アされた場合は、 
[ 画面の更新 ] ボタ
ンを押すとデータが
同期し、GP-Viewer 
EX 側もクリアされ
ます。

通常動作します。

特殊スイッチ（テキス
トアラーム用スイッ
チ）

確定 ○ ―

GP-Viewer EX の操作
で確定できません。
表示器側で確定され
た場合は、[ 画面の
更新 ] ボタンを押す
とデータが同期し、
GP-Viewer EX 側も確
定されます。

通常動作します。

次のページに続きます。
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アラーム部品 サブ表示
△ 非同期

表示器側サブ表示に
同期して表示されま
す。

通常動作します。

○ 同期 通常動作します。 通常動作します。

テキストアラーム部品 サブ表示
△ 非同期

表示器側サブ表示に
同期して表示されま
す。

通常動作します。

○ 同期 通常動作します。 通常動作します。

レシピ機能

データ転送 × ― 対応していません。 通常動作します。

ファイリング × ― 対応していません。 通常動作します。

CSV 表示 × ― 対応していません。 通常動作します。

ファイルマネージャ × ― 対応していません。 通常動作します。

サンプリング機能
収集、タンキング、
集計機能

○ ―

[ 画面の更新 ] ボタン 
[ 情報の更新周期 ] に
より SRAM データを
同期します。

通常動作します。

ヒストリカルトレンド
グラフ

― ○ ― 通常動作します 通常動作します。

セレクタスイッチ ― ○ ― 通常動作します。 通常動作します。

ランプ ― ○ ― 通常動作します。 通常動作します。

インターロック機能 ― ○ ― 通常動作します。 通常動作します。

ビットスイッチ ― ○ ― 通常動作します。 通常動作します。

ワードスイッチ ― ○ ― 通常動作します。 通常動作します。

データ表示器 ― ○ ― 通常動作します。 通常動作します。

グラフ ― ○ ― 通常動作します。 通常動作します。

データ一括表示グラフ ― △ ―

GP-Viewer EX の 
[ 一括表示グラフ ]
メニューからの [ 表
示 ]、[ クリア ]、[ ク
リアして再表示 ] の
操作によりすべての
チャンネルが同時に
更新されます。

通常動作します。

サウンド機能 ― ○ ― 通常動作します。 通常動作します。

メッセージ表示器 ― ○ ― 通常動作します。 通常動作します。

図形表示器 ― ○ ― 通常動作します。 通常動作します。

トリガアクション

― × 非同期 動作しません。 通常動作します。

△ 同期
描画機能の結果は
GP-Viewer EX には反
映されません。

通常動作します。

文字列テーブル ― ○ ― 通常動作します。 通常動作します。

次のページに続きます。

機能 操作 / 動作
対応 /
未対応

画面

モード
GP-Viewer EX 表示器
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スクリプト

D スクリプト
△ 同期

スクリプトは動作し
ますが描画機能の結
果は GP-Viewer EX に
は反映されません。

通常動作します。

× 非同期 動作しません。 通常動作します。

グローバル 
D スクリプト

△ 同期

スクリプトは動作し
ますが描画機能の結
果は GP-Viewer EX に
は反映されません。

通常動作します。

× 非同期 動作しません。 通常動作します。

拡張スクリプト
△ 同期

スクリプトは動作し
ますが描画機能の結
果は GP-Viewer EX に
は反映されません。

通常動作します。

× 非同期 動作しません。 通常動作します。

バックライト 2 色切り
替え

― × ― 対応していません。
対象機種である場
合通常動作します。

シンボルと変数 ― ○ ― 通常動作します。 通常動作します。

スタートタイム ― △
同期
モード

起動後表示器との交
渉が完了次第表示を
開始します。

通常動作します。

スタンバイモード

画面 OFF × ―
GP-Viewer EX では画
面 OFF しません。

通常動作します。

画面切り替え × ―
GP-Viewer EX では画
面切り替えしませ
ん。

通常動作します。

エラー表示 ― ○ ―
表示器のエラーを表
示。GP-Viewer EX の
エラーは赤表示。

通常動作します。

システムエラー表示 ― ○ ―
GP-Viewer EX 独自で
エラー表示

通常動作します。

デバイスモニタ機能 ― ×
同期
モード

対応していません。 通常動作します。

RPA 機能 ― × ― 表示されません。 通常動作します。

動画表示器 ― × ― 表示されません。 通常動作します。

動画表示器用スイッチ ― × ― 表示されません。 通常動作します。

VM ユニット表示器 ― × ― 表示されません。 通常動作します。

ロジックのラダーモニ
タ機能

― × ― 対応していません。 通常動作します。

接続機器のラダーモニ
タ機能

― × ― 対応していません。 通常動作します。

ロジック機能 ― × ― 対応していません。 通常動作します。

日本語キーボード FEP
学習機能

― △ ―

GP-Viewer EX で入力
した学習内容は GP-
Viewer EX 動作中の
み保存されますが、
再起動後は保存され
ません。

通常動作します。

次のページに続きます。

機能 操作 / 動作
対応 /
未対応

画面

モード
GP-Viewer EX 表示器



GP-Viewer EX を利用した場合の動作環境、開発の流れ

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 36-10

バーコード ― × ― 対応していません。 通常動作します。

プリンタ ― × ― 対応していません。 通常動作します。

ファイルマネージャ部
品

― △ ―

GP-Viewer EX 内の
ローカルフォルダを
参照します。[ 外部
ストレージの更新 ]
操作時にファイルが
更新されます。ま
た、動画選択の動作
モードには対応して
いません。

通常動作します。

オフラインモード ― × ― 対応していません。 通常動作します。

機能 操作 / 動作
対応 /
未対応

画面

モード
GP-Viewer EX 表示器
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36.2.2 開発の流れ

GP-Pro EX の起動、画面作成、パソコンで表示器の画面データを表示、操作する GP-Viewer EX のイン

ストール、GP-Viewer EX の操作までの流れを以下に示します。

1 GP-Pro EX を起動し、プロジェクト
ファイルを新規作成します。

「36.7.2 設定手順 ■ GP-Pro EX の起動～プロジェク

ト作成」（36-35 ページ）

2
GP-Pro EX にて作画します。GP-
Viewer EX 機能やセキュリティ機能
も設定します。

「36.7.2 設定手順 ■ 作画、保存」（36-35 ページ）

3 表示器にプロジェクトファイルを転
送します。

「36.7.2 設定手順 ■ 転送」（36-37 ページ）

4 表示器にライセンスを設定します。
「36.5.2 設定手順 ■ 表示器のライセンス設定」（36-
24 ページ）

5 表示器とパソコンを接続します。
「36.7.2 設定手順 ■ 表示器とパソコンの接続」（36-
38 ページ）

6 GP-Viewer EX をインストールしま
す。

「36.5.2 設定手順 ■ GP-Viewer EX のインストール

（アンインストール）」（36-25 ページ）

7 GP-Viewer EX を起動します。

8
GP-Viewer EX を接続しログイン※し
ます。※セキュリティを設定してい
る場合のみ

GP-Viewer EX オペレーションマニュアル 「パス

ワードダイアログボックス ■ ログイン（セキュリ

ティ設定の場合）」

9 GP-Viewer EX で GP のデータを表
示、操作します。

GP-Viewer EX オペレーションマニュアル「GP-
Viewer EX で表示器のデータを表示、操作したい」

10 GP-Viewer EX の設定と GP の画面
データを保存して終了します。

GP-Viewer EX オペレーションマニュアル「操作手

順」
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36.3 Web Server を利用した場合の動作環境、開発の流れ

36.3.1 対象機種

Web Server に対応している表示器の機種は以下のとおりです。

■ 表示器

シリーズ 機種 型番

GP-3000 シリーズ GP3200A※ 1 AGP3200-A1-D24
GP3200T ※ 1 AGP3200-T1-D24
GP3300L ※ 1 AGP3300-L1-D24

AGP3300-L1-D24-D81K
AGP3300-L1-D24-D81C
AGP3300-L1-D24-FN1M

GP3300S ※ 1 AGP3300-S1-D24
AGP3300-S1-D24-D81K
AGP3300-S1-D24-D81C

GP3300T ※ 1 AGP3300-T1-D24
AGP3300-T1-D24-D81K
AGP3300-T1-D24-D81C
AGP3300-T1-D24-FN1M

GP3400S AGP3400-S1-D24
AGP3400-S1-D24-D81K
AGP3400-S1-D24-D81C

GP3400T AGP3400-T1-D24
AGP3400-T1-D24-D81K
AGP3400-T1-D24-D81C
AGP3400-T1-D24-FN1M

GP3450T AGP3450-T1-D24
GP3500L AGP3500-L1-D24

AGP3500-L1-D24-D81C
GP3500S AGP3500-S1-D24

AGP3500-S1-D24-D81K
AGP3500-S1-D24-D81C
AGP3500-S1-AF
AGP3500-S1-AF-D81K
AGP3500-S1-AF-D81C

GP3500T AGP3500-T1-D24
AGP3500-T1-D24-D81K
AGP3500-T1-D24-D81C
AGP3500-T1-D24-FN1M
AGP3500-T1-AF
AGP3500-T1-AF-D81K
AGP3500-T1-AF-D81C
AGP3500-T1-AF-FN1M

GP3510T AGP3510-T1-AF
GP3550T AGP3550-T1-AF
GP3560T AGP3560-T1-AF

次のページに続きます。
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■ 対応 OS
Web Server に対応している機種は以下のとおりです。

Windows 2000（Service Pack 3 以上）

Windows XP（Service Pack 2）
Windows Server  2003

■ 対象ブラウザ

Internet Explorer 6.0 

GP-3000 シリーズ GP3600T AGP3600-T1-AF
AGP3600-T1-AF-D81K
AGP3600-T1-AF-D81C
AGP3600-T1-AF-FN1M
AGP3600-T1-D24
AGP3600-T1-D24-D81K
AGP3600-T1-D24-D81C
AGP3600-T1-D24-FN1M

GP3650T AGP3650-T1-AF
GP3750T AGP3750-T1-AF

AGP3750-T1-D24

※ 1 表示器タイプで GP-3200、3300 シリーズを選択している場合は Web Server 
機能を使用すると、Web Server 機能のためユーザー画面エリアに 1M バイト 
が割り当てられます。送信データサイズに 1M バイトが追加されます。

シリーズ 機種 型番
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36.3.2 対応機能一覧

■ 標準 HTML テンプレートで表示 / 操作できる機能

• サイトへのログイン

• サイトからのログオフ

• デバイスビュー

• GP-Viewer EX のインストールされているパソコンの場合は、GP-Viewer EX を起動

• FTP サーバ機能として表示器に接続されている CF カード（USB ストレージ）のファイル一覧の

取得、ファイルの取得、削除、属性変更、書き込み

• アラーム表示機能

• アラーム表示機能（RSS データ表示）
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36.3.3 開発の流れ

1 GP-Pro EX を起動し、プロジェクト
ファイルを新規作成します。

「36.5.2 設定手順 ■ GP-Pro EXの起動～プロジェク

トファイル作成」（36-22 ページ）

2
GP-Pro EX にて作画します。
Web Server 機能やセキュリティ機能
も設定します。

「36.5.2 設定手順 ■ 作画、保存」（36-22 ページ）

3 プロジェクトファイルを転送しま
す。

「32.1 設定メニュー」（32-2 ページ）

4
標準 HTML テンプレートを表示器の
CF カードまたは USB ストレージに
転送します。

「36.7.2 設定手順 ◆ 標準 HTML テンプレートの転

送」（36-37 ページ）

5 表示器とパソコンを接続します。
「36.7.2 設定手順 ■ 表示器とパソコンの接続」（36-
38 ページ）

6 Internet Explorer を起動し、インター
ネットオプションを設定します。

「36.7.3 操作手順 ■ Internet Explorer の起動と設定」

（36-39 ページ）

7
Web Server に接続します。
（※セキュリティを設定している場
合はログインが必要になります。）

「36.7.3 操作手順 ■ Web Server に接続」（36-39
ページ）

8 Internet Explorer で GP のデータを表
示 / 操作します。

「36.7.3 操作手順 ■ Web ServerでGPのデータを表

示 / 操作」（36-41 ページ）

9 ログオフします。
「36.7.3 操作手順 ■ Web Server をログオフ」（36-
44 ページ）
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36.4 設定メニュー

この章でご紹介する機能を使用できる本体機種には制限があります。設定を行う前に、ご使用の機種

が機能に対応しているかどうかご確認ください。

「1.3 機種別サポート機能一覧」（1-5 ページ）

36.4.1 GP-Viewer EX の設定メニュー

GP-Viewer EXで表示器のデータを表示、操作したい

「36.5.2 設定手順」（36-21 ペー

ジ）

「36.5.1 詳細」（36-20 ページ）

GP-Viewer EXの表示 /操作できる人を制限したい（セキュリティ）

「36.6.2 設定手順」（36-29 ペー

ジ）

「36.6.1 詳細」（36-28 ページ）

LAN

20D101
30D102
10D103

20D101
30D102
10D103

LAN

20D101
30D102
20D103

20D101
30D102
20D103

表示器の画面を

表示

表示器の画面を

操作

20D101
30D102
20D103

20D101
30D102
20D103

7
Cancel

DEL

CLR
1
4

0

8

2
5

.

9

3
6

E
N
T

パスワード入力
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36.4.2 Web Server の設定メニュー

Web Serverでアドレスを表示、アドレスの数値を変更したい

「36.7.2 設定手順」（36-34 ペー

ジ）

「36.7.1 詳細」（36-33 ページ）

20D101
30D102
10D103

LAN

LAN

D103 10
D102 30
D101 20

D103 20
D102 30
D101 20

+0 +1 +2 +3

D104 4068 888 8878 878

D100 0 20 30 10

D108 8 0 9 87

D112 0 0 0 3

PLC1

16

D100

16bit

1

20D101
30D102
20D103

+0 +1 +2 +3

D104 4068 888 8878 878

D100 0 20 30 20

D108 8 0 9 87

D112 0 0 0 3

PLC1

D103 20

16

D100

16bit

1

接続機器のデータを

表示する Internet Explorer

パソコン

パソコン

Internet Explorer
接続機器にデータを

書き込む
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Web Serverでアラーム情報を表示したい

「36.8.2 操作手順」（36-46 ペー

ジ）

「36.8.1 詳細」（36-45 ページ）

Web Serverでアラーム情報をRSSデータとして表示したい

「36.9.2 設定手順」（36-48 ペー

ジ）

「36.9.1 詳細」（36-47 ページ）

LAN

1

08/17  10:09   10:10
08/17  10:10  10:10
08/17 10:10 
08/17 10:11   10:11
   : : :

RSS 192.168.0.1/AramRss.asp?gruopno=1,type=history

1

08/17  10:09
08/17  10:10 10:10
08/17  11:20 11:20
08/17  11:20 11:20
08/17  11:30

パソコン

Internet Explorer

1

08/17  10:09   10:10
08/17  10:10  10:10
08/17 10:10 
08/17 10:11   10:11
   : : :

LAN

RSSデータ

圧力異常が 

復旧されていることを 

確認

RSSリーダー
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Web ServerでCFカード（USBストレージ）にファイルを転送したい

「36.10.2 設定手順」（36-51 ペー

ジ）

「36.10.1 詳細」（36-50 ページ）

Web Serverで表示 /操作できる人を制限したい（セキュリティ）

「36.11.2 設定手順」（36-58 ペー

ジ）

「36.11.1 詳細」（36-57 ページ）

or

LAN

File Alarm Samp

CFカード

（USBメモリ）

¥FILE
ZR00000.csv

¥ALARM
¥SAMP

CFカード

USBメモリ

10D101
30D102
20D103D103 20

+0 +1 +2 +3

D104 4068 888 8878 878

D100 0 20 30 10

D108 8 0 9 87

D112 0 0 0 3

PLC1

16

D100

16bit

1

パスワード入力
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36.5 GP-Viewer EX で表示器のデータを表示、操作したい

36.5.1 詳細

サーバとなる表示器とパソコンを LAN で接続し、表示器に表示されているデータを「GP-Viewer EX」

を使ってパソコン上に表示させることができます。遠隔地にある現場の表示器を操作したり、表示内

容を確認することができます。ここでは例として、GP に表示されたアラームを確認し、設定します。

• 本機能は事前に GP-Viewer EX 専用キーコード（型式：EX-VIEWER-LICENSE）の

購入が必要です。GP-Viewer EX 機能を使用する表示器 1 台につきキーコードを 1
つ用意してください。１つのキーコードで、表示器の画面を GP-Viewer EX で最大

3 枚まで表示できます。

• キーコードを紛失されると再発行できません。キーコードは大切に保管してくださ

い。

• キーコード入力方法は次を参照してください。

保守 / トラブル解決ガイド「GP-Viewer EX や RPA のライセンスを設定したい」

LAN

20D101
30D102
10D103

20D101
30D102
10D103

LAN

20D101
30D102
20D103

20D101
30D102
20D103

表示器の画面を

表示

表示器の画面を

操作
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36.5.2 設定手順

■ 必要な機器

• 表示器（対応機種は「36.2.1 対象機種 ■ 表示器」（36-5 ページ）を参照してください。）

• GP-Pro EX (Ver2.10 以上 )

• GP-Viewer EX キーコード（弊社製別売品です。型式：EX-VIEWER-LICENSE）

• パソコン（対応機種は「36.2.1 対象機種 ■ 対応 OS」（36-6 ページ）を参照してください。）

• LAN ケーブルおよび HUB（市販品）

■ 概要手順

1 GP-Pro EX を起動し、プロジェクトファイルを新規作成します。

2 GP-Pro EX にて作画します。GP-Viewer EX 機能やセキュリティ機能を設定します。

3 プロジェクトファイルを転送します。

4 表示器にライセンスを設定します。

5 表示器とパソコンを接続します。

6 パソコンに GP-Viewer EX をインストールします。

7 GP-Viewer EX を起動します。

• 設定内容の詳細は設定ガイドを参照してください。

「36.12.2 システム設定ウィンドウ [本体設定 ]－ [遠隔監視設定 ]の設定ガイド」（36-
71 ページ）

LAN

20D101
30D102
10D103

20D101
30D102
10D103

LAN

20D101
30D102
20D103

20D101
30D102
20D103

表示器の画面を

表示

表示器の画面を

操作
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■ GP-Pro EX の起動～プロジェクトファイル作成

GP-Pro EX を起動し、プロジェクトファイルを新規作成します。起動方法は「5.2.2 設定手順」（5-8

ページ）の手順と同様です。

■ 作画、保存

◆作画

作画します。作画方法は「5.2.2 設定手順 ■ 作成・保存する」（5-12 ページ）を参照してください。ま

たアラームなど使用したい機能に応じて、関連する章を参照してください。

◆GP-Viewer EX 機能

システム設定ウィンドウ [ 本体設定 ] － [ 遠隔監視設定 ] を開き、[ 使用する ]、[ クライアントから画

面切り替えを有効にする ] にチェックが入っていることを確認します。[ 使用する ] にチェックを入れ

ると、GP-Viewer EX 機能が使用できるようになり、[ クライアントから画面切替を有効にする ] に

チェックを入れるとパソコンから表示器の画面切り替え操作できます。

• 設定内容の詳細は設定ガイドを参照してください。

「5.15.2 [ 新規作成 ] の設定ガイド」（5-84 ページ）

• GP-Viewer EX でご利用頂ける機能には相違があります。GP-Viewer EX で使用でき

る機能については下記を参照してください。 

「 ■ 表示器との相違点」（36-7 ページ）
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◆セキュリティ機能

表示画面や、機能ごとにセキュリティレベルをもうけて GP-Viewer EX で操作できる人を制限できま

す。ここでは例として、パソコンから表示器の画面データを操作できるようにセキュリティを設定し

ます。レベル 1 の担当者は表示器の画面データを表示のみ、レベル 15 の担当者は表示器の画面デー

タを表示、操作できるように設定します。

1 GP-Pro EX の [ 共通設定 (R)] から [ セキュリティ (Q)] を選択し、[ パスワード設定 (P)] を選択する

か、 をクリックします。

2 パスワード設定画面が開きます。[ セキュリティ機能を使用する ] にチェックを入れ、[ レベル 1] に

パスワード「1111」を、[ レベル 15] にパスワード「5555」を入力します。

• 各レベルにユーザ ID を設定する場合は以下を参照してください。

「36.6.2 設定手順 ■ ユーザ ID モード」（36-31 ページ）
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3 続いて、[ 機能別にセキュリティを設定する ] にチェックが入っていることを確認し、2. で設定した

レベルにそれぞれ、どの機能の操作を許可するか設定します。 

（例：[GP-Viewer データ値読み込み ] レベル 1、[GP-Viewer データ値読み / 書き込み ] レベル 15）

■ 転送

表示器にプロジェクトファイルを転送します。

プロジェクトファイル転送手順については以下を参照してください。

「32.1 設定メニュー」（32-2 ページ）

■ 表示器のライセンス設定

表示器のオフラインモードに入り [ 本体設定 ] － [ 拡張機能設定 ] － [GP-Viewer EX 機能キーコード ]

でキーコードを設定します。

ライセンスの詳細設定手順は以下を参照してください。

保守 / トラブル解決ガイド「GP-Viewer EX や RPA のライセンスを設定したい」

■ 表示器とパソコンの接続

表示器とパソコンを HUB と LAN ケーブルで接続します。

• 本機能は事前に GP-Viewer EX 専用キーコード（型式：EX-VIEWER-LICENSE）の

購入が必要です。GP-Viewer EX 機能を使用する表示器 1 台につきキーコードを 1
つ用意してください。１つのキーコードで、表示器の画面を GP-Viewer EX で最大

3 枚まで表示できます。

• キーコードを紛失されると再発行できません。キーコードは大切に保管してくださ

い。

• 表示器にキーコードを設定せずに、GP-Viewer EX を起動した場合は体験版が起動

します。

• イーサネットで通信するためには GP にイーサネットの設定（IP アドレス、ポート

番号など）を行う必要があります。

• 表示器の IP アドレスはオフラインモードの [ 本体設定 ] － [ イーサネット設定 ] で
設定します。詳細設定手順は以下を参照してください。

保守 / トラブル解決ガイド「表示器に IP アドレスを設定したい」

• イーサネット通信には必ず HUB を使用してください。クロスケーブルによる 1:1 接

続ではパソコンやネットワークカードによって使用できない場合があります。
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■ GP-Viewer EX のインストール（アンインストール）

◆インストール

GP-Viewer EX をパソコンにインストールします。GP-Viewer EX は GP-Pro EX Ver.2.10 以上の CD-

ROM からインストール、または弊社のホームページよりファイルをダウンロードしてインストール

できます。

• GP-Pro EX Ver.2.10 以上の CD-ROM からインストールする場合

1 GP-Pro EX のインストール CD-ROM(Disk2) をパソコンの CD-ROM ドライブにセットします。

2 GP-Pro EX のセットアップ画面が表示されるので、[GP-viewer EX] をクリックします。

3 以下のインストールウィザードが起動しますので、ウィザードに従ってインストールを進めます。

• 対応しているパソコン以外にインストールした場合は動作しません。

• Administrator 権限のあるユーザーアカウントでインストールしてください。

• インストール前はウィルスチェックソフトを含むすべてのプログラムを終了させて

ください。
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4 インストール先フォルダを指定する場合は、インストール中に表示される次の画面で [ 変更 ] ボタン

をクリックし、インストール先を半角英数 80 文字以内で設定してください。

5 以下のメッセージが表示され、インストールが完了します。
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• ホームページからダウンロードしてインストールする場合

1 ダウンロードしたファイルをダブルクリックすると、ファイルを実行するかどうか確認メッセージが

表示されるので [ 実行 ] を選択します。

2 ファイルを実行後、上記手順 4 と同じインストールウィザードが表示されるのでインストールウィ

ザードに従ってインストールを進めます。

◆アンインストール

GP-Viewer EX をパソコンからアンインストールします。

コントロールパネルの [ プログラムの追加と削除 ] からアンインストール 

[ スタート ] ボタンから [ 設定 (S)] を選択し、[ コントロールパネル (C)] をクリックすると [ コント

ロールパネル ] が開くので [ プログラムの追加と削除 ] を選択します。インストールされているアプ

リケーションの一覧から [GP-Viewer EX] を選択して、[ 削除 ] をクリックするとアンインストールさ

れます。

• GP-Viewer EX のインストーラは弊社、（株）デジタルのサポート専用サイト「おた

すけ Pro！」（http://www.proface.co.jp/otasuke/）からもダウンロードできます。
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36.6 GP-Viewer EX の表示 / 操作できる人を制限したい（セキュ

リティ）

36.6.1 詳細

GP-Viewer EX で表示器に表示されているデータを表示、操作できる人を制限したい場合にセキュリ

ティ設定を行います。メンテナンス担当者用セキュリティレベル 15 とパスワード（5555）を設定し

ます。また状況監視担当者用のセキュリティレベル 1 とパスワード（1111）を設定します。

セキュリティ設定方法はレベルモード設定とユーザ ID モード設定があります。

20D101
30D102
20D103

20D101
30D102
20D103

7
Cancel

DEL

CLR
1
4

0

8

2
5

.

9

3
6

E
N
T

パスワード入力
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36.6.2 設定手順

メンテナンス担当者用セキュリティレベル 15 とパスワード（5555）を設定します。また状況監視担

当者用のセキュリティレベル 1 とパスワード（1111）を設定します。

■ レベルモード

1 ～ 15 のセキュリティレベルにパスワードを登録して表示器の画面にセキュリティレベルを設定しま

す。

1 [ 共通設定 (R)] メニューの [ セキュリティ設定 (Q)] から [ パスワード設定 (P)] を選択するか、ツー

ルバーの をクリックします。

• 設定内容の詳細は設定ガイドを参照してください。 

「21.7.1 共通設定（セキュリティ設定）の設定ガイド」（21-19 ページ）

• セキュリティレベル 0 は、セキュリティがかかっていない状態です。
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2 パスワード設定画面が開きます。[ セキュリティ機能を使用する ] にチェックを入れ、[ レベル 01] に

パスワード「1111」を入力し、[ レベル 15] に「5555」を入力します。

3 続いて [ 機能別にセキュリティ設定する ] にチェックを入れ [ 項目 ] の操作に対し 2 で設定したレベ

ルを設定します。（例：[GP-Viewer データ値読み込み ] レベル「1」、[GP-Viewer データ値読み / 書き込

み ] レベル「15」）

4 [ 共通設定 (R)] メニューの [ セキュリティ設定 (Q)] から [ セキュリティレベル一覧 (L)] を選択しま

す。

• パスワードは半角英数 8 文字以内で設定してください。
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5 モニタ画面（画面番号：B1）の [ セキュリティレベル ] を「1」、メンテナンス画面（画面番号：B2）

[ セキュリティレベル ] を「15」に設定して完了です。

■ ユーザ ID モード

セキュリティレベルにユーザ ID とパスワードを登録して表示器の画面にセキュリティレベルを設定

します。

1 [ 共通設定 (R)] メニューの [ セキュリティ設定 (Q)] から [ パスワード設定 (P)] を選択するか、ツー

ルバーの をクリックします。

• セキュリティレベルを設定した後はプロジェクトファイルを表示器に転送する必要

があります。

• GP-Viewer EX でのセキュリティ操作については以下を参照してください。

GP-Viewer EX オペレーションマニュアル「GP-Viewer EX で表示器のデータを表

示、操作したい」
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2 パスワード設定画面が開くので [ セキュリティ機能を使用する ] にチェックを入れ、[ ユーザ ID を

追加する ] にチェックを入れます。[ 新規作成 ] をクリックしてパスワード登録エリアを追加します。

クリックごとに登録エリアが 1 つずつ追加されます。

3 状況監視担当者用、メンテナンス担当者用のセキュリティレベルと、ユーザ ID、パスワードをそれ

ぞれ [ レベル ]、[ パスワード ]、[ID] に設定します。（例：[ レベル ]:「1」、 [ パスワード ]：1111、

[ID]：Monitor、[ レベル ]:「15」、[ パスワード ]：「5555」、[ID]：Admin）

4 続いて [ 機能別にセキュリティ設定する ] にチェックを入れ [ 項目 ] の操作に対し 2 で設定したレベ

ルを設定します。（例：[GP-Viewer データ値読み込み ] レベル「1」、[GP-Viewer データ値読み / 書き込

み ] レベル「15」）

• パスワードは半角英数 8 文字以内で設定してください。

• [GP-Viewer データ値読み込み ] を設定するときは、先に [GP-Viewer データ値読み /
書き込み ] のレベルを設定してください。

• セキュリティレベルを設定した後はプロジェクトファイルを表示器に転送する必要

があります。

• GP-Viewer EX でのセキュリティ操作については以下を参照してください。

GP-Viewer EX オペレーションマニュアル「GP-Viewer EX で表示器のデータを表

示、操作したい」

• [GP-Viewer データ値読み込み ] にセキュリティを設定しない場合のみ [ ユーザー ID
の切り替え ] または [ セキュリティレベルの切り替え ] ダイアログで不正なパスワー

ドを入力するとセキュリティレベルが 0 に戻ります。
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36.7 Web Server でアドレスを表示、アドレスの数値を変更した

い

36.7.1 詳細

Web Server 機能を使って、Internet Explorer 上にネットワークの GP に接続されている接続機器アドレ

スの値を表示、またはその値を変更することができます。
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36.7.2 設定手順

• 設定内容の詳細は設定ガイドを参照してください。

「36.12.1 標準テンプレート HTML の設定ガイド」（36-64 ページ）

「36.12.2 システム設定ウィンドウ [本体設定 ]－ [遠隔監視設定 ]の設定ガイド」（36-
71 ページ）
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■ 必要な機器

1 表示器（対応機種は「36.3.1 対象機種 ■ 表示器」（36-12 ページ）を参照してください。）

2 GP-Pro EX（Ver2.10 以上）

3 パソコン（対応機種は「36.3.1 対象機種 ■ 対応 OS」（36-13 ページ）を参照してください。）

4 LAN ケーブルおよび HUB（市販品）

■ 概要手順

1 GP-Pro EX を起動し、プロジェクトファイルを新規作成します。

2 GP-Pro EX にて作画します。Web Server 機能やセキュリティ機能も設定します。

3 プロジェクトファイルを転送します。

4 標準 HTML テンプレートを表示器に転送します。

5 表示器とパソコンを接続します。

6 Internet Explorer を起動し、インターネットオプションを設定します。

■ GP-Pro EX の起動～プロジェクト作成

GP-Pro EX を起動し、プロジェクトファイルを新規作成します。起動方法は「5.2.2 設定手順」（5-8

ページ）の手順と同様です。

■ 作画、保存

◆作画

GP-Pro EX にて作画します。作画方法は「5.2.2 設定手順 ■ 作成・保存する」（5-12 ページ）を参照し

てください。またアラームなど使用したい機能に応じて、関連する章を参照してください。

◆Web Server 機能

システム設定ウィンドウ [ 本体設定 ] － [ 遠隔監視設定 ] を開き、[Web Server の設定 ] で、[Web Server

を使用する ] にチェックが入っていることを確認します。また [ 指定先 ] で Web Server 機能使用時の

標準 HTML テンプレート転送先を選択し、[ フォルダ指定 ] で転送先のフォルダのパスを設定します。

（例：[ 指定先 ]：CF カード、[ フォルダ指定 ]：WebSite、[ ファイル名省略時のデフォルトページ ]：

default.html、[HTTP プロトコルのポート番号 ]：80）

• 設定内容の詳細は設定ガイドを参照してください。

「5.15.2 [ 新規作成 ] の設定ガイド」（5-84 ページ）

• Web Server でご利用頂ける機能には相違があります。Web Server で使用できる機

能については下記を参照してください。

「1.3 機種別サポート機能一覧」（1-5 ページ）
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◆セキュリティ機能

Web Server で表示器に表示されているデータを表示、操作できる人を制限したい場合にセキュリティ

設定を行います。メンテナンス担当者用セキュリティレベル 15 とパスワード（5555）を設定します。

また状況監視担当者用のセキュリティレベル 1 とパスワード（1111）を設定します。

1 GP-Pro EX の [ 共通設定 (R)] から [ セキュリティ (Q)] を選択し、[ パスワード設定 (P)] を選択する

か、 をクリックします。

2 パスワード設定画面が開きます。[ セキュリティ機能を使用する ] にチェックを入れ、[ レベル 1] に

パスワード「1111」を、[ レベル 15] にパスワード「5555」を入力します。

• セキュリティ機能を設定しなくても Web Sever はご利用いただけます。

• 各レベルにユーザ ID を設定する場合は以下を参照してください。

「 ■ ユーザ ID モード」（36-61 ページ）
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3 [ 機能別にセキュリティ設定する ] にチェックが入っていることを確認し、2 で設定したレベルにそ

れぞれ、どの機能の操作を許可するか設定する。

（例：[Web Server データ値読み込み ] レベル 1、[Web Server データ値読み / 書き込み ] レベル 15）

■ 転送

◆プロジェクトファイルの転送

表示器にプロジェクトファイルを転送します。

プロジェクトファイル転送手順については以下を参照してください。

「32.1 設定メニュー」（32-2 ページ）

◆標準 HTML テンプレートの転送

1 GP-Pro EX の状態ツールバーから画面転送アイコンをクリックして転送ツールを起動します。
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2 [ サイト送信 ] ボタンをクリックすると、次のような [ サイト送信 ] ダイアログボックスが表示され

るので、[ 転送元 ] に標準 HTML テンプレートが保存されている場所を設定します。[OK] を選択する

と標準 HTML テンプレートの送信を開始します。

3 転送が完了すると、ダイアログボックスの状態表示が [ 転送中 ] → [ 転送完了 ] に変わります。[ 閉

じる ] をクリックしてダイアログボックスを閉じます。

■ 表示器とパソコンの接続

表示器とパソコンを HUB と LAN ケーブルで接続します。

• Web Server 機能を使用するためには必ず標準 HTML テンプレートを表示器に転送し

てください。 

標準 HTML テンプレートは C:¥Program Files¥Pro-faceGP-Pro EX 2.1¥HTMLContent に
インストールされます。転送方法は以下を参照してください。

「32.10 転送ツールの設定ガイド」（32-57 ページ）

• GP が記憶しているシステムプログラム（Runtime）が GP-Pro EX Ver2.10 より古い

バージョンの場合は標準 HTML テンプレートを表示器に転送できません。

• イーサネットで通信するためには GP にイーサネットの設定（IP アドレス、ポート

番号など）を行う必要があります。

• 表示器の IP アドレスはオフラインモードの [ 本体設定 ] － [ イーサネット設定 ] で
設定します。詳細設定手順は以下を参照してください。

保守 / トラブル解決ガイド「表示器に IP アドレスを設定したい」

• イーサネット通信には必ず HUB を使用してください。クロスケーブルによる 1:1 接

続ではパソコンやネットワークカードによって使用できない場合があります。
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36.7.3 操作手順

■ Internet Explorer の起動と設定

1 Internet Explorer を起動します。

2 [ ツール (T)] メニューから [ インターネットオプション (O)] を選択すると [ インターネットオプショ

ンダイアログボックスが表示されるので [ 詳細設定 ] タブをクリックして、以下の項目を設定してく

ださい。

(1) [FTP サイト用のフォルダビューを使用する ] にチェックを入れる。

(2) [HTTP エラーメッセージを簡易表示する ] のチェックをはずす。

(3) [ パッシブ FTP( ファイアウォール及び DSL モデム互換用 ) を使用する ] にチェックを入れ

る。」

■ Web Server に接続

1 Internet Explorer を起動し、[ アドレス (D)] に接続する表示器の IP アドレスを設定します。

（例：192.168.0.1）
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2 Enter キーを押すと表示器の Web Server に接続します。セキュリティ設定を行っている場合は次のよ

うな [ ネットワークパスワードの入力 ] ダイアログボックスが表示されるので設定しているパスワー

ドを半角英数 8 文字以内で設定し、[OK] をクリックします。

（例：「5555」（GP のデータを表示、操作できるセキュリティレベル））

3 表示器の Web Server に接続され次のような [ ようこそ ] 画面が表示されます。

• セキュリティ設定で [ ユーザ ID] を設定している場合は、[ ユーザー名 ] も入力する

必要があります。

• Internet Explorer を終了し、Web Server を再起動する際に URL を直接入力してもセ

キュリティが設定されている場合はパスワードを入力する必要があります。
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■ Web Server で GP のデータを表示 / 操作

1 HTML ページの上に表示されるメニューから [ デバイスビュー ] を選択します。

2 [ デバイスビュー ] の画面が表示されるので表示するデバイスアドレスの範囲、更新周期を設定しま

す。表示するデバイスの [ 接続機器名 ]、 [ デバイスアドレス ]、[ アクセス点数 ]、[ データ型 ] で設定

し、またデバイスをモニタする周期を [ 更新周期 ] で設定します。[ モニタリング開始 ] を選択すると

モニタを開始し画面を表示します。 

（例：[ 接続機器名 ]：PLC1、[ デバイスアドレス ]：D101、[ アクセス点数 ]：4、[ データ型 ]：16

ビット符号あり、[ 更新周期 ]：60

3 変更する値をクリックすると [ デバイスビュー書き込み ] ダイアログボックスが表示されるので変更

する値を [ 値 ] に入力します。[ 書き込み ] を選択すると設定した値が GP に接続している接続機器に

反映されます。（例：[ デバイスアドレス ]D103、[ 値 ]20）



• Windows XP Service Pack2 でホームページを表示した際は、ユーザの意図と関係な

く、開かれるブラウザウィンドウ（ポップアップウィンドウ）をブロックする機能

があるため、Web Server で値を入力する場合はポップアップの起動が許可されてい

ることを確認する必要があります。 

許可する方法は以下を参照してください。 

 

＜特定の URL のポップアップウィンドウを許可する場合＞ 

Internet Explorer の [ ツール (T)] メニューから [ ポップアップブロック (P)] を選択

し、[ ポップアップブロックの設定 (P)] を開くと次のようなダイアログボックスが

表示されます。 

[ 許可する Web サイトのアドレス (W)] に URL を入力し、[ 追加 (A)] をクリックし

ます。 

＜ポップアップウィンドウを一時的に許可する場合＞ 

情報バーをクリックし、表示されたメニューより [ ポップアップを一時的に許可

(T)] をクリックするとブロックしたウィンドウを表示することができます。
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• [ 値 ] の入力欄に書き込む値ををスペースまたはカンマで区切って複数入力し、[ 書
き込み ] を選択すると選択しているアドレスから連続したアドレスへ同時に値を書

き込むことができます。ただし、連続で入力できるアドレス数は [ データ型 ] によ

り以下のように異なります。

データ型 入力点数

ビット 128 点

16 ビット符号あり 36 点

16 ビット符号なし 42 点

16 ビット HEX 51 点

32 ビット符号あり 21 点

32 ビット符号なし 23 点

32 ビット HEX 28 点

単精度浮動小数点 28 点

倍精度浮動小数点 14 点

文字列 256 バイト
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■ Web Server をログオフ

1 GP の内容を表示、操作が終了したら、Web Server をログオフします。メニューから [ ログオフ ] を

選択すると次のようなダイアログボックスが表示されるので [OK] を選択します。

2 さらに次のようなダイアログボックスが表示されるので [ はい ] を選択します。

3 Internet Explorer を閉じて、接続が切断された状態になります。



Web Server でアラーム情報を表示したい

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 36-45

36.8 Web Server でアラーム情報を表示したい

36.8.1 詳細

遠隔の GP で蓄積されている現在のアラーム情報を Internet Explorer で表示することができます。[ 最

新の情報に更新 ] ボタンをクリックすると GP で発生している最新のアラーム情報を表示します。

• GP にアラーム情報がない場合は何も表示されません。GP にアラーム表示する設定

手順は以下を参照してください。

「19 章 アラーム」（19-1 ページ）
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   : : :

RSS 192.168.0.1/AramRss.asp?gruopno=1,type=history

1

08/17  10:09
08/17  10:10 10:10
08/17  11:20 11:20
08/17  11:20 11:20
08/17  11:30

パソコン

Internet Explorer
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36.8.2 操作手順

1 Web Server にログインし、[ ようこそ ] 画面が表示されたら [ アラーム情報 ] を選択します。

2 次のような画面が表示されるので [ ブロック番号 ] で表示するアラームのブロック番号、また [ 記録

形式 ] でアラームの表示モードを選択します。[ 最新の情報に更新 ] を選択すると、発生しているア

ラーム情報などが以下のように一覧で表示されます。 

（例：[ ブロック番号 ] ブロック 1、[ 記録形式 ] ヒストリ）

3 アラーム情報の参照が終了したら [ ログオフ ] を選択し、接続を切断します。

• Web Server の設定、接続の手順は以下を参照してください。

「36.7 章 Web Server でアドレスを表示、アドレスの数値を変更したい」（36-33
ページ）

• 再度 [ 最新の情報に更新 ] ボタンを選択すると、最新のアラーム情報を取得します。
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36.9 Web Server でアラーム情報を RSS データとして表示したい

36.9.1 詳細

遠隔の GP で蓄積されているアラーム情報をインターネットの RSS データとして表示します。

ここでは例としてアラームの更新情報をブラウザ機能のように RSS バーで表示するための設定手順を

ご紹介します。

■ RSS（Rich Site Summary）データとは

ホームページのタイトルや概要などの HTML データを構造化して記述するフォーマットのことです。

主にサイトの更新情報を公開するのに使われています。

RSS データを利用することで、更新情報を統一した形で効率的に確認することができます。

RSS データを表示するためには RSS リーダー（アプリケーション版）が必要になり、RSS リーダーに

より表示方法は異なります。弊社で動作確認を行った RSS リーダーソフトについては、（株）デジタ

ルのサポート専用サイト「おたすけ Pro！」（http://www.proface.co.jp/otasuke/）で確認してください。

1

08/17  10:09   10:10
08/17  10:10  10:10
08/17 10:10 
08/17 10:11   10:11
   : : :

LAN

RSSデータ

圧力異常が 

復旧されていることを 

確認

RSSリーダー
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36.9.2 設定手順

1 Web Server にログインし、[ ようこそ ] 画面が表示されたら [ アラーム情報 ] を選択します。

2 次のような画面が表示されるので [ ブロック番号 ] で表示するアラームのブロック番号、また [ 記録

形式 ] でアラームの表示モードを選択します。 

（例：[ ブロック番号 ] ブロック 1、[ 記録形式 ] ヒストリ）

3 アラーム情報が表示され、[RSS] に RSS の URL が表示されるのでこの URL を RSS リーダーのアド

レスに設定します。

• Web Server の設定、接続の手順は以下を参照してください。

「36.7 章 Web Server でアドレスを表示、アドレスの数値を変更したい」（36-33
ページ）

• RSS リーダーでの表示 URL アドレス設定については、ご使用の RSS リーダーで設

定手順を確認してください。

• 弊社で動作確認を行った RSS リーダーソフトについては、（株）デジタルのサポー

ト専用サイト「おたすけ Pro！」（http://www.proface.co.jp/otasuke/）で確認してくだ

さい。
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4 以下のように RSS リーダーにアラーム情報が表示されます。更新情報を選択するとアラーム情報の

一覧が確認できます。アラームが発報、復旧するごとに表示される項目に反映され更新情報を確認す

ることができます。 

（下記のイラストはサンプルです。RSS リーダーにより表示方法は異なります。）

WinGP

GP-Viewer EX

14:50

RSS

http://192.168.0.1/gofrom/Controller?req=alarm_informa2007-08-05 14:33

http://192.168.0.1/gofrom/Controller?req=alarm_informa2007-08-05 13:39
http://192.168.0.1/gofrom/Controller?req=alarm_informa2007-08-05 14:33

http://192.168.0.1/gofrom/Controller?req=alarm_informa2007-08-05 13:38
http://192.168.0.1/gofrom/Controller?req=alarm_informa2007-08-05 14:38

<<   >>    :2    :1/1

<<   >>    :2    :1/1

07/08/05 14:33:30 14:35:03 14:35:33
07/08/05 14:33:30 14:35:35

(F) (E) (V) (C) (S) (H)

RSS v3.5 
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36.10 Web Server で CF カード（USB ストレージ）にファイルを

転送したい

36.10.1 詳細

転送ツールを使用せずに、CF カードや USB ストレージなどの外部メモリを使用して GP とパソコン

間でファイルを転送できます。また、GP から他の GP へのファイルのコピーにも利用できます。

or

LAN

File Alarm Samp

CFカード

（USBメモリ）

¥FILE
ZR00000.csv

¥ALARM
¥SAMP

CFカード

USBメモリ
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36.10.2 設定手順

Web Server で GP に接続されている CF カードや USB にファイルを転送するためには GP-Pro EX で

ファイル転送先の公開フォルダを設定する必要があります。

◆FTP サーバ機能

1 システム設定ウィンドウ [ 本体設定 ] － [ 遠隔監視設定 ] を開き、[FTP の設定 ] で、[FTP を使用す

る ] にチェックを入れます。また [ 指定先 ] でファイル転送先を設定し、[ フォルダ指定 ] で転送先の

フォルダのパスを設定します。（例：[ 指定先 ]：CF カード、[ フォルダ指定 ]：WebSite）

2 上記の設定を行ったプロジェクトファイルを保存し、GP に転送します。

「32.2 USB 転送ケーブルで転送したい」（32-5 ページ）

「32.3 イーサネット（LAN）で転送したい」（32-12 ページ）

• Web Server で FTP サーバ機能を使用するためにはインターネットオプションを設定

する必要があります。設定手順は以下を参照してください。

「36.7.3 操作手順 ■ Internet Explorer の起動と設定」（36-39 ページ）

• ファイル転送先のフォルダ指定は Web Server のコンテンツ転送先と同じフォルダも

指定できます。
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◆セキュリティ機能

メンテナンス担当者用セキュリティレベル 15 とパスワード（5555）を設定します。また状況監視担

当者用のセキュリティレベル 1 とパスワード（1111）を設定します。

• 設定内容の詳細は設定ガイドを参照してください。

「21.7.1 共通設定（セキュリティ設定）の設定ガイド」（21-19 ページ）

• セキュリティレベル 0 は、セキュリティがかかっていない状態です。

or

LAN

File Alarm Samp

CFカード

（USBメモリ）

¥FILE
ZR00000.csv

¥ALARM
¥SAMP

CFカード

USBメモリ
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1 [ 共通設定 (R)] メニューの [ セキュリティ設定 (Q)] から [ パスワード設定 (P)] を選択するか、ツー

ルバーの をクリックします。

2 パスワード設定画面が開きます。[ セキュリティ機能を使用する ] にチェックを入れ、[ レベル 1] に

パスワード「1111」を入力し、[ レベル 15] に「5555」を入力します。

• パスワードは半角英数 8 文字以内で設定してください
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3 続いて [ 機能別にセキュリティ設定する ] にチェックを入れ [ 項目 ] の操作に対し 2 で設定したレベ

ルを設定します。（例：[FTP フォルダ内のファイル閲覧 ] レベル「1」、[FTP フォルダ内のファイル登

録・削除 ] レベル「15」）
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36.10.3 操作手順

1 Web Server にログインし、[ ようこそ ] 画面が表示されたら [ ファイル転送 ] を選択します。

2 セキュリティ機能を設定していたら次のような [ ログオン方法 ] ダイアログボックスが表示されるの

で操作したい内容に合わせて [ ユーザー名 ] にパスワードを入力します。（例：5555）

• Web Server の設定、接続の手順は以下を参照してください。

「36.7 Web Server でアドレスを表示、アドレスの数値を変更したい」（36-33 ペー

ジ）

• セキュリティ設定で [ ユーザ ID] を設定している場合は、[ ユーザー名 (U)] にユーザ

ID を入力し、[ パスワード (P)] にパスワードを入力します。

• Web Server を終了し、再起動する際に表示したい URL を直接入力してもセキュリ

ティが設定されている場合はパスワードを入力する必要があります。

• FTP フォルダエラーが表示され、[ ログオン方法 ] ダイアログボックスが表示されな

い場合は、[OK] を選択してエラーを閉じてから [ ファイル (F)] メニューから [ ログ

オン方法 (A)] を選択して [ ログオン方法 ] ダイアログボックスを表示します。
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3 指定先フォルダの内容が表示されるのでファイルの書き込みや、削除などの操作を行います。

• FTP 機能で操作できる内容は CF カード、USB のファイル一覧の取得、ファイルの

取得、ファイル削除、ファイルの属性変更、ファイルの書き込みです。
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36.11 Web Server で表示 / 操作できる人を制限したい（セキュリ

ティ）

36.11.1 詳細

Web Server で表示器に表示されているデータを表示、操作できる人を制限したい場合にセキュリティ

設定を行います。ここでは、メンテナンス担当者用セキュリティレベル 10 とパスワード（5555）、ま

た状況監視担当者用のセキュリティレベル 1 とパスワード（1111）を設定してセキュリティレベルを

切り替えます。

10D101
30D102
20D103D103 20

+0 +1 +2 +3

D104 4068 888 8878 878

D100 0 20 30 10

D108 8 0 9 87

D112 0 0 0 3

PLC1

16

D100

16bit

1

パスワード入力
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36.11.2 設定手順

メンテナンス担当者用セキュリティレベル 15 とパスワード（5555）を設定します。また状況監視担

当者用のセキュリティレベル 1 とパスワード（1111）を設定します。

• 設定内容の詳細は設定ガイドを参照してください。

「21.7.1 共通設定（セキュリティ設定）の設定ガイド」（21-19 ページ）

• セキュリティレベル 0 は、セキュリティがかかっていない状態です。

10D101
30D102
20D103D103 20

+0 +1 +2 +3

D104 4068 888 8878 878

D100 0 20 30 10

D108 8 0 9 87

D112 0 0 0 3

PLC1

16

D100

16bit

1

パスワード入力
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■ レベルモード

1 ～ 15 のセキュリティレベルにパスワードを登録して表示器の画面にセキュリティレベルを設定しま

す。

1 [ 共通設定 (R)] メニューの [ セキュリティ設定 (Q)] から [ パスワード設定 (P)] を選択するか、ツー

ルバーの をクリックします。

2 パスワード設定画面が開きます。[ セキュリティ機能を使用する ] にチェックを入れ、[ レベル 1] に

パスワード「1111」を入力し、[ レベル 15] に「5555」を入力します。

• パスワードは半角英数 8 文字以内で設定してください



Web Server で表示 / 操作できる人を制限したい（セキュリティ）

GP-Pro EX リファレンスマニュアル 36-60

3 続いて [ 機能別にセキュリティ設定する ] にチェックを入れ [ 項目 ] の操作に対し 2 で設定したレベ

ルを設定します。（例：[Web Server データ値読み込み ] レベル「1」、[Web Server データ値読み / 書き

込み ] レベル「15」）
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■ ユーザ ID モード

セキュリティレベルにユーザ ID とパスワードを登録して表示器の画面にセキュリティレベルを設定

します。

1 [ 共通設定 (R)] メニューの [ セキュリティ設定 (Q)] から [ パスワード設定 (P)] を選択するか、ツー

ルバーの をクリックします。

2 パスワード設定画面が開くので [ セキュリティ機能を使用する ] にチェックを入れ、[ ユーザ ID を

追加する ] にチェックを入れます。[ 新規作成 ] をクリックしてパスワード登録エリアを追加します。

クリックごとに登録エリアが 1 つずつ追加されます。
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3 状況監視担当者用、メンテナンス担当者用のセキュリティレベルと、ユーザ ID、パスワードをそれ

ぞれ [ レベル ]、[ パスワード ]、[ID] に設定します。（例：[ レベル ]:「1」、 [ パスワード ]：1111、

[ID]：Monitor、[ レベル ]:「15」、[ パスワード ]：「5555」、[ID]：Admin）

4 続いて [ 機能別にセキュリティ設定する ] にチェックを入れ [ 項目 ] の操作に対しで 2. 設定したレ

ベルを設定します。（例：[Web Server データ値読み込み ] レベル「1」、[Web Server データ値読み / 書

き込み ] レベル「15」）

• パスワードは半角英数 8 文字以内で設定してください
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36.11.3 操作手順

1 Internet Explorer の [ アドレス (D)] に接続する表示器の IP アドレスを設定します。

（例：192.168.0.1）

2 [ デバイスビュー ] などのメニューを選択すると、次のような [ ネットワークパスワードの入力 ] ダ

イアログボックスが表示されるので設定しているパスワードを半角英数 8 文字以内で設定し、[OK]

をクリックします。

（例：「5555」（データを表示、操作できるセキュリティレベル））

3 表示器の Web Server に接続され次のような [ ようこそ ] 画面が表示されます。

4 メニューから操作項目を選択し、表示器のデータを操作します。
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36.12 設定ガイド

36.12.1 標準テンプレート HTML の設定ガイド

GP-Pro EX にインストールされている標準 HTML テンプレートの Web ページについてご説明します。

標準テンプレートの Web ページはヘッダーフレーム、フッターフレーム、メインフレームの 3 つのフ

レームより構成されています。標準 HTML テンプレートは以下にインストールされています。

C:¥Program Files¥Pro-face¥GP-Pro EX 2.1¥HTMLContents

■ ヘッダーフレームの設定ガイド

ログオフ後以外のすべてのページ先頭につく共通フレームです。このフレーム内のボタンから各ペー

ジにジャンプします。

■ フッターフレームの設定ガイド

すべてのページ最終行につく共通フレームです。

• Web Server を使用するためには、システム設定ウィンドウ [ 本体設定 ] － [ 遠隔監視

設定 ] － [Web Server の設定 ] で [Web Server を使用する ] を設定し、また標準 HTML
テンプレートが表示器に転送されている必要があります。

設定項目 設定内容

タイトル Web ページのタイトルを表示します。

装置情報 GP-Pro EX のプロジェクトファイルの設定情報を表示します。

ビューア
パソコンに GP-Viewer EX がインストールされている場合、GP-Viewer EX を起動
します。

デバイスビュー GP に接続されている接続機器のアドレスをモニタします。

アラーム情報 GP に蓄積されているアラームの情報を表示します。

ファイル転送
Internet Explorer を FTP クライアントとして使用します。GP に接続している CF
カードや USB ストレージのデータにアクセスできます。

ログオフ GP との接続を切断し、ウィンドウを閉じます。

Japanese/English 日本語版の標準 HTML テンプレートと英語版の標準 HTML テンプレートの起動
を切り替えます。
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■ メインフレームの設定ガイド

[ ヘッダーフレーム ] で選択した機能より表示内容が異なります。

◆ログイン

◆ [ ようこそ ] ページ

「～さん」にパソコンのログイン名が表示されます。

設定項目 設定内容

ユーザー名
GP-Pro EX の [ セキュリティ設定 ] で設定されているユーザ名を半角英数 8 文字
以内で入力します。[ セキュリティ設定 ] でユーザ名が設定されていない場合は
空白が表示されます。

パスワード
GP-Pro EX の [ セキュリティ設定 ] で設定されているパスワードを半角英数 8 文
字以内で入力します。

パスワードを保存する
チェックを入れると、一度入力した [ ユーザー名 ] に対して設定されているパス
ワードを記憶し、次回からパスワードを入力しなくても [OK] ボタンをクリック
するだけで接続できます。
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◆ [ 装置情報 ] ページ

プロジェクトファイルやネットワークプロジェクトファイルの設定情報を表示します。装置情報を参

照できますが設定を変更することはできません。

設定項目 設定内容

ランタイムバージョン GP のランタイムのバージョンが表示されます。

ドライババージョン
1 ～ 4

プロトコルドライバのバージョンが表示されます。使用可能最大数の 4 ドライバ
が接続されていれば 4 つそれぞれのドライババージョンを表示します。

OS バージョン GP の OS のバージョンが表示されます。
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◆ [GP-Viewer EX] ページ

設定項目 設定内容

GP-Viewer EX 起動
GP-Viewer EX がインストールされているパソコンであれば、ショートカットキー
として GP-Viewer EX を起動します。

Download GP-Viewer EX をダウンロードします。
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◆ [ デバイスビュー ] ページ

設定項目 設定内容

接続機器名 GP に接続している接続機器名を選択します。

デバイスアドレス
モニタするデバイスアドレスの開始アドレスを設定します。シンボル指定はでき
ません。

アクセス点数
1 画面で表示、アクセスするアドレスの点数を [1]、[2]、[4]、[8]、[16]、[32]、
[50]、[100]、[200] から選択します。

データ型

アクセスするアドレスのビット長とデータ形式を [ ビット ]、[16 ビット符号あり ]、
[16 ビット符号なし ]、[16 ビット HEX]、[32 ビット符号あり ]、[32 ビット符号な
し ]、[32 ビット HEX]、[ 単精度浮動少数点 ]、[ 倍精度浮動小数点 ]、[ 文字列 ]
から選択します。

更新周期
モニタリングする周期を [1]、[2]、[3]、[4]、[5]、[10]、[20]、[60]、[120]、[180]、
[300] 秒から選択します。

モニタリング開始
選択すると [ 更新周期 ] で指定された周期でモニタを開始します。別のページに
移動したり、ブラウザを終了すると、モニタが停止します。

デバイス表示フレーム
[ デバイスアドレス ] で設定したアドレスから [ アクセス点数 ] で設定したアドレ
ス数分が表示されます。
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◆ [ アラーム情報 ] ページ

設定項目 設定内容

最新の情報に更新 アラーム情報を更新し、最新情報を表示します。

ブロック番号 GP で設定されているアラームのブロック番号を 1 ～ 8 で指定します。

記録形式 アラームの [ 記録形式 ] を [ ヒストリ ]、[ ログ ]、[ アクティブ ] から選択します。

先頭 表示しているアラームの先頭行を表示します。

戻る 前のページに移行します。

次へ 次のページに移行します。

最後 表示しているアラームの最後の行を表示します。

アラーム表示フレーム アラーム情報を表示します。

日付 アラームが発報した日付を表示します。

発報 アラームが発報した時刻を表示します。

メッセージ 発報したアラームのメッセージを表示します。

確認 発報したアラームが確認された時刻を表示します。

復旧 アラームが復旧された時刻を表示します。

RSS

アラーム情報を RSS データとして表示します。[ ブロック番号 ] または [ 記録形
式 ] を変更するたびに RSS の URL がここに表示されます。この URL を RSS
リーダーのアドレス部に入力すると RSS データとして表示されます。

• 弊社で動作確認を行った RSS リーダーソフトについては、（株）デジタルのサ
ポート専用サイト「おたすけ Pro！」（http://www.proface.co.jp/otasuke/）で確認
してください。

RSS FEED RSS リーダーに RSS の URL を登録することが可能です。ただし RSS リーダーに
よっては URL が反映されない場合があります。
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◆ [ ファイル転送 ] ページ

Internet Explorer を FTP クライアントとして使用します。Web ページの [ ファイル転送 ] を起動しま

す。システム設定ウィンドウ [ 本体設定 ] － [ 遠隔監視設定 ] － [FTP の設定 ] に設定した公開フォル

ダの内容に FTP サーバからアクセスできるようになります。FTP サーバで GP のファイルにアクセス

できます。

• FTP 機能で操作できる内容は CF カード、USB のファイル一覧の取得、ファイルの

取得、ファイル削除、ファイルの属性変更、ファイルの書き込みです。
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36.12.2 システム設定ウィンドウ [ 本体設定 ] － [ 遠隔監視設定 ] の設定ガイド

■ Viewer 機能

設定項目 設定内容

使用する GP-Viewer EX 機能を使用するかどうかを設定します。

クライアントから画面
切替を有効にする

GP-Viewer EX から表示器の画面切り替えを許可するかどうかを設定します。

• セキュリティ設定で読み書き操作の権限があるユーザでもこの項目が選択され
ていない場合は、GP-Viewer EX 側からの画面切り替えはできません。
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■ Web Server の設定

設定項目 設定内容

Web Server を使用する Web Server 機能を使用するかどうかを設定します。

指定先
標準 HTML テンプレートを [CF カード ]、[USB ストーレジ ] どちらのフォルダ
に転送するかを選択します。

フォルダ指定

Web サーバとして公開する CF カード、または USB ストレージのフォルダのパス
を半角英数 90 文字以内で指定します。
「WebSite」と設定すると、「http://IP アドレス /default.html」にアクセスされた場
合、CF カード、または USB ストレージの「WebSite¥default.html」が表示されま
す。

例）CF カードの Web-Site フォルダを参照する場合

• ルートフォルダとして指定できるのは 1 フォルダだけなので、公開できるのは
USB ストレージか CF カードのどちらかの 1 フォルダとなります。

• パスの最後に入力された「/」または「\」は自動的に削除して（無い状態）保
存されます。ただし、パスの指定で「/」または「\」一文字のみが表示されて
いる場合はそのまま保存されます。

ファイル名省略時のデ
フォルトページ

ファイル名を省略して、アクセスされた場合に表示するファイル名を半角英数 90
文字以内で指定します。
例えば、default.html と設定した場合、実際には http://IP アドレス /default.html に
アクセスしていますが、http://IP アドレスだけが Internet Explorer の [ アドレス
(D)] に表示されます。

• [ フォルダ指定 ] と [ ファイル名省略時のデフォルトページ ] で設定した文字数
が半角英数 90 文字を超えないように設定してください。

HTTP プロトコルの
ポート番号

Web- Server 機能が使用するポート番号を 1 ～ 65535 で設定してください。

• 通常は 80 番をご使用になることをお奨めします。 
ただし、ファイアウォール等を使用しているため、80 番を使用できない場合
は、ポート番号を変更する必要があります。

• 使用可能なポート番号については、ファイアウォールの設定より異なるため、
ファイアウォールの設定を参照してください。

WebSite
default.html

...

...

CFカードIPアドレス

∗∗∗.∗∗∗,∗∗∗.∗∗∗
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■ FTP の設定

設定項目 設定内容

FTP を使用する FTP 機能を使用するかどうかを設定します。

指定先
FTP サーバとして公開するフォルダを [CF カード ]、[USB ストレージ ] どちらの
フォルダに指定するかを選択します。

フォルダ指定

FTP サーバとして公開する CF カード、または USB ストレージのフォルダのパス
を半角英数 90 文字以内で指定します。
「FTPSite」と設定すると、「ftp://IP アドレス /」にアクセスされた場合、CF カー
ド、または USB ストレージの「WebSite」フォルダが表示されます。

例）CF カードの WebSite フォルダを参照する場合

• ルートフォルダとして指定できるのは 1 フォルダだけなので、公開できるのは
USB ストレージか CF カードのどちらかの 1 フォルダとなります。

• パスの最後に入力された「/」または「\」は自動的に削除して（無い状態）保
存されます。ただし、パスの指定で「/」または「\」一文字のみが表示されて
いる場合はそのまま保存されます。

WebSite
...
...

CFカード
IPアドレス

∗∗∗.∗∗∗,∗∗∗.∗∗∗
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■ 初期設定

設定項目 設定内容

初期設定

[Viewer 機能 ]、[Web Server の設定 ]、[FTP の設定 ] の設定をすべて初期値に戻し
ます。
選択すると、以下のようなメッセージボックスが表示され、初期設定続行確認を
行います。[OK] を選択すると初期値に戻します。
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36.13 GP-Viewer EX を利用した場合の同期、非同期のしくみ

36.13.1 画面モードとは

画面モードには表示器の画面データと同じ状態で GP-Viewer EX に表示する同期モード、または表示

器の画面切り替えに影響されず、GP-Viewer EX と表示器の画面データを非同期で表示する 2 つの方法

があります。この画面モードと表示器に設定されているセキュリティレベル、GP-Viewer EX でログイ

ンしているセキュリティレベルにより GP-Viewer EX での動作が異なります。以下に画面モードとセ

キュリティレベルの関係による動作のしくみをご紹介します。

画面モード

画面同期 GP-Viewer EX は表示器側と同じ画面番号の画面を表示します。

画面非同期
GP-Viewer EX は、表示器側の画面切り替えに影響されず、表示器側とは
別画面を表示できます。
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36.13.2 GP-Viewer EX 起動時

GP-Viewer EX 時の画面モードとセキュリティレベルの関係は以下のようになります。

設定ファイルの有無
設定ファイル保存時の

画面モード
GP-Viewer EX での動作

なし ―

表示器に表示されている画面のセキュリティレベ
ル以上のレベルでログインできれば表示器の画面
を [ 同期モード ] で表示します。

表示器に表示されている画面のセキュリティレベ
ル以下のレベルでは表示する権限がないので表示
器の初期画面を [ 非同期モード ] で表示します。

あり

同期モード

表示器に表示されている画面のセキュリティレベ
ル以上のレベルでログインできれば表示器の画面
を [ 同期モード ] で表示します。

表示器に表示されている画面のセキュリティレベ
ル以上のレベルでは表示する権限がないので表示
器の初期画面を [ 非同期モード ] で表示します。

非同期モード
表示器の初期画面を [ 非同期モード ] で表示しま
す。
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36.13.3 画面切り替え時

①同期モード（表示器と GP-Viewer EX のセキュリティレベルが同じ「1」の場合）

• 表示器からの画面切り替え

• GP-Viewer EX からの画面切り替え

A
A

A
B

B

セキュリティレベル1 セキュリティレベル1

切り替えを検知

セキュリティレベル1

画面切り替え！

パソコン側も画面切

り替え！

あっ、表示器画面が

切り替わっている！

セキュリティレベル1 セキュリティレベル1

A

A
B

B

セキュリティレベル1 セキュリティレベル1

セキュリティレベル1 セキュリティレベル1

切り替えを検知

セキュリティレベル1

画面切り替え！

パソコン側も画面切

り替え！

Bの画面に切り替え

てください。

表示器画面が切り替

わっていることを確認
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②同期モード（GP-Viewer EX のセキュリティレベルが「1」、表示器のセキュリティレベルが「10」

の場合）

• GP-Viewer EX にセキュリティレベル 10 の権限がない場合は、[ 画面認証 ] ダイアロ

グボックスの [ キャンセル ] をクリックして前の画面に戻り、画面モードが [ 非同期

モード ] になります。

• GP-Viewer EX にセキュリティレベル 10 の権限がある場合はパスワードを入力する

と表示器と同期した画面が表示されます。

• 画面切り替えと同様にウィンドウ表示操作すると、表示器側にセキュリティレベル

の 10 の権限がなくても強制的にウィンドウが表示される場合があります。

A

B

20D101
30D102
10D103

GP-Viewer EXの操作をしている人が

もっている権限（セキュリティレベル1)
表示器の操作をしている人がもって

いる権限（セキュリティレベル10）

切り替えを検知

画面切り替え！

セキュリティレベル

10の権限がないため

前の画面にもどる。

画面が切り替わった

けど前の画面とセ

キュリティレベルが

違う！

表示器と非同期モー

ドになります。

セキュリティ

レベル1の 

画面A

セキュリティ

レベル10の 

画面C
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③同期モード（GP-Viewer EX のセキュリティレベルが「10」、表示器のセキュリティレベルが「1」

の場合）

• GP-Viewer EX によって高いセキュリティレベルの画面に表示器の画面を変更した

場合は、表示器への接続を切断をする前に表示器側のセキュリティレベルで操作で

きる画面に戻してから切断してください。 

GP-Viewer EX によって一時的に高いセキュリティレベルが与えられた状態である

と、元々表示器側がもっているセキュリティレベルでは操作できなくなる場合があ

ります。 

上記の操作をせずに GP-Viewer EX を切断した場合は、再度 GP-Viewer EX を接続

し直してから、表示器の画面を切り替える必要があります。

切り替えを検知

強制的に画面切り替え！

パソコン側も画面切

り替え！

C（セキュリティレ

ベル10）の画面に切

り替えてください。

表示器画面が切り替

わっていることを確認

セキュリティ

レベル1の 

画面A

セキュリティ

レベル10の 

画面C

GP-Viewer EXの操作をしている人がもって

いる権限（セキュリティレベル10）
表示器の操作をしている人がもって

いる権限（セキュリティレベル1）

セキュリティ 
レベル1の 
画面A

セキュリティ 
レベル10の 
画面C
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④非同期モード（GP-Viewer EX のセキュリティレベルが「1」の場合）

GP-Viewer EX は表示器の画面が移行しても、同期せず GP-Viewer EX で表示していた画面を表示しま

す。

A
A

A
B

C
B

C
A

セキュリティレベル1 セキュリティレベル10

セキュリティレベル1 セキュリティレベル10

セキュリティレベル1 セキュリティレベル10

セキュリティレベル1 セキュリティレベル10

画面切り替え！

画面切り替え！
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36.13.4 画面操作時

画面モード
画面切り替え

（有効 / 無効）

GP-Viewer EX
からの書き込み

GP-Viewer EX での動作

同期モード

○ ○

GP-Viewer EX で操作した結果は、表示器
に反映されます。ただし、同じ画面番号
の画面を表示しているだけで、表示器の
動作とは完全に一致しているわけではあ
りません。例えば、アラーム部品の操作
では、スクロールの位置が表示器と違う
場所を表示する場合があります。

× ○

表示器が表示している画面内の情報を見
て、デバイス値を変更する操作ができま
すが、画面切り替えはできません。ただ
し、デバイス値の変化によって、表示器
側の画面が切り替わる場合があります。
その場合は、GP-Viewer EX の画面も切り
替わります。

○ ×

表示器画面を遠隔表示します。画面切り
替え時に認証画面が表示され、認証に成
功すれば GP-Viewer EX から表示器画面を
切り替えられます。認証が成功すると、
接続関係が画面切り替え有効、GP-Viewer 
EX からの書き込みも有効になります。

× ×

表示器画面を遠隔表示します。操作はで
きません。表示器が画面を切り替えると、
GP-Viewer EX 側の画面も切り替わりま
す。

非同期モード

○または×
（画面切り替え
の設定に依存し

ません）

○

GP-Viewer EX と表示器は別々の画面を表
示し、日々の状況監視を行います。メン
テナンスの必要があれば書き込み権限の
あるセキュリティレベルでログインし、
デバイス書き込みによって機器のメンテ
ナンスを行います。

○または×
（画面切り替え
の設定に依存し

ません）

×
メンテナンス用の画面を遠隔地で監視し
ます。操作、変更はできません。指定し
た状況監視画面を常に表示します。
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36.14 制限事項

36.14.1 GP-Viewer EX の制限事項

• GP-Viewer EX をインストールした先が半角英数 80 文字以上になる場合は起動した際に「GP-

Viewer EX 先のパスが 80 文字を超えているため、起動できません」というエラーが表示され、正

常に動作しません。GP-Viewer EX を半角英数 80 文字以内のパスをインストール先として再イン

ストールしてください。

• 1 台のパソコンに異なるバージョンの GP-Viewer EX をインストールすることはできません。

• 間違ったキーコードが入力された場合はキーコードが設定できません。正しいキーコードを入力

してください。

• キーコードを入力していない場合は、GP-Viewer EX 体験版が起動します。

• キーコードが設定されていない表示器に GP-Viewer EX から接続をかけると、GP-Viewer EX の体

験版が起動します。

• 1 台のパソコンで表示できる GP-Viewer EX のウィンドウは接続している表示器の台数に関わら

ず、最大 4 ウィンドウまでです。ただし、表示器に同時にアクセスできる GP-Viewer EX は 3 つま

でです。

• GP-Viewer EX 起動時や更新ボタンをクリックした場合は、アラーム情報を一括で取得し更新され

るので表示器と GP-Viewer EX は同じアラーム情報を表示しますが、その後は表示器と GP-Viewer 

EX は別々にアラーム情報を監視するので通信速度により表示内容が異なる場合があります。

• 表示器の外部ストレージと GP-Viewer EX の仮想外部ストレージは直接同期されていないため、

GP-Viewer EX 側でアラーム情報を保存することはできません。

• 接続機器の通信エラーなど自動的に復旧するエラーについては、表示器側でエラー表示が消えて

も GP-Viewer EX 側ではエラー表示が消えません。エラー表示を消すためには、画面の切り替えを

行うか、またはシステムメニューの [ × ] ボタンを押してエラー表示を消してください。

• 複数のエラーが同時に発生しても、エラー取得のタイミングによっては、すべてのエラーが表示

されない場合があります。
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36.14.2 Web Server の制限事項

• システム設定ウィンドウ [ 本体設定 ] － [ 遠隔監視設定 ] － [Web Server の設定 ] で [Web Server を

使用する ] を設定していないと Web Server が使用できません。プロジェクトファイル転送前に設

定されていることをご確認ください。

• 標準 HTML テンプレートや FTP サーバとして公開するフォルダの転送先ファイルパスは半角英数

90 文字以内で設定してください。 

Web Server 機能の標準 HTML テンプレートを使用する場合は、必ず標準 HTML テンプレートを表

示器に転送してください。標準 HTML テンプレートは以下の場所にインストールされています。

C:¥Program Files¥Pro-face¥GP-Pro EX 2.1¥HTMLContents

転送方法は以下を参照してください。

「32.10 転送ツールの設定ガイド」（32-57 ページ）

• GP をご購入いただいた直後に電源を ON した際に表示される画面では標準 HTML テンプレート

は転送できません。[Web Server を使用する ] にチェックを入れたプロジェクトファイルを転送し

てから標準 HTML のコンテンツを転送ツールより [ サイト送信 ] で転送してください。

• GP が記憶しているシステムプログラム（Runtime）が GP-Pro EX Ver2.10 より古いバージョンの場

合は標準 HTML テンプレートを表示器に転送できません。

• Web Server に同時にアクセスできるパソコンは GP 機種により異なります。GP-3400、3500、3600、

3700 シリーズをご利用の場合は同時に 3 つのパソコンまでアクセスできます。GP-3200、3300 シ

リーズについてはメモリの問題が解消された場合は１つのパソコンのみアクセスできます。

• [ 装置情報 ] メインフレームに表示される内容はカスタマイズすることができません。

• [ アラーム情報 ] で 1 ページあたりに表示できるアラーム最大表示件数は 15 件です。

• RSS で表示できる最大アラーム件数は 15 件までです。

• Internet Explorer で設定している文字サイズなど Internet Explorer の表示設定が変更されている場合

は、標準 HTML が正しく表示されない場合があります。

• 表示器タイプで GP-3200、3300 シリーズを選択している場合は Web Server 機能を使用すると、

Web Server 用にユーザー画面エリアに 1M バイトが割り当てられます。送信データサイズに 1M バ

イトが追加されます。

• RSS リーダーでアラームの [ 記録形式 ] を [ アクティブ ]、[ ヒストリ ] を使用している場合、[ 復

旧 ]、[ 確認 ] のタイミングが RSS リーダに更新通知されません。[ 復旧 ]、[ 確認 ] の更新通知を

受けたい場合は、[ 記録形式 ] の [ ログ ] を使用してください。ただしアラームデータの構造上、

RSS の各項目の見た目で [ 発報 ]、[ 復旧 ]、[ 確認 ] を区別することはできません。

• 表示器ではタイムゾーンを保持する機能がないため、Web Server の RSS 情報にはタイムゾーン情

報が含まれていません。このため、RSS リーダーによっては表示される時間に差異が発生する場

合があります。

• 多数のブラウザにて Web Server にアクセスすると、Web Server に負荷がかかり、Web Server から

の応答が返らなくなったり、Web Server に接続できなくなる場合があります。

• FTP サーバにアクセスした場合、Internet Explorer のフォルダ表示部分が更新されない場合があり

ます。この場合は、[ 表示 (V)] メニューから [ 最新の情報に更新 (R)] を選択またはファンクショ

ンキーの F5 を押して表示更新してください。

• FTP サーバに対して複数の階層構造をもつフォルダをコピーしようとすると、ファイルの個数分

ログイン画面が表示されます。複数表示されたログイン画面は [ キャンセル ] で閉じてください。
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• FTP サーバ経由で読み取り専用ファイルに同じファイル名を上書きしようとすると、[ ログイン ]

ダイアログボックスが表示されます。[ キャンセル ] を押してダイアログボックスを閉じてくださ

い。

• FTP サーバに接続していると、画面転送（またはサイト送信）できません。FTP サーバからログ

アウトしてから画面転送（またはサイト送信）してください。 

• 以下の文字列が、アラームのメッセージ、デバイスビューの文字列に含まれる場合は、HTML の

タグと重複するため表示機能で表示できません。以下の文字列をアラームメッセージやデバイス

ビューに使用しないでください。 

<item>, <title>, <rdf>, <link>, <category>, <description>, <dc>, <channel>, <option>, </item>, </title>,  

</rdf>, </link>, </category>, </description>, </dc>, </channel>, </option> 

（大括弧 <> の場合も含みます。カンマは含まれません。）
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